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サンデックスＪＥＴ塗膜防水工法 

改質ゴムアスファルト塗布防水工法 

① 概 要 

アスファルトと合成ゴムをエマルジョン化し、特殊な技術で改質された高濃度ゴムアスファ

ルト系塗膜防水材(固型分84%)と硬化時間を調整できる硬化剤を使用した塗布型塗膜防水工法で

す。 

「サンデックスＪＥＴ塗膜防水工法」では、新たに開発した硬化時間を調整できる硬化剤

と、添加量により厚みを調整できる増粘剤の採用により、短時間に厚みのある強靭で柔軟な改

質アスファルト防水層を形成します。そのため塗布回数が少なく、また養生時間を短縮できる

ので防水工事の省力化と工期の短縮を両立させました。また、特殊な機械器具を使用すること

もなく、簡易に作業が出来るので、制約された現場条件化でも効率的に防水施工が出来ます。 

② 施 工 仕 様 

（1）硬化剤の添加量により硬化時間を調整でき、養生時間の短縮ができます。 

（2）増粘剤の添加量により厚みの調整ができ、一度で厚塗りができ強靭で柔軟な防水膜ができます。  

（3）下地に多少の湿気があっても施工可能で、乾燥状態と同様に防水層を形成します。 

（4）シート工法に見られる施工後の重ね部分や端末部からの漏水などの心配もなく、複雑な箇所への施

工も容易に施工することが出来ます。 

③ 
 工程① プライマー材塗布工（カチオンスターＣ１） 

工程② 防水材塗布工（サンデックスＪＥＴ） 

工程③ 仕上げ材塗布工（ＯＳカラーＳＫ-Ｅ８００） 

 

標準施工断面図 



構造物の現状、周囲の環境を調査します  
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改質ゴムアスファルト塗布防水工法 

④ 

下 地 処 理 

プライマー材塗布 

塗布型防水材塗布 

仕上げ材塗布 

養     生 

現 状 調 査 

施工フローチャート 

床版及び路盤コンクリート面に付着している不純物を除去する為、高圧洗

浄をする。 

使用器具：高圧洗浄機（５０㎏/㎝2以上推奨） 

流出するおそれのある排水ドレン、接合部等の処置をします。 

付着性向上、巣穴等によるピンホールを抑制するため、カチオンスターＣ

１をローラー、刷毛、コテ等で塗布します。 

※下地の吸水が激しいときは、ファインコトートＰを塗布してから、 

カチオンスターＣ１を塗布します。 

使用材料：カチオンスターＣ１ 

標準使用量：０.６㎏/㎡ 

使用器具：ローラー、刷毛、コテ等 

工程間隔：表面指触乾燥後（１時間以上～７日以内）  

主材１７㎏に硬化剤０.３㎏を添加して攪拌機で約２０秒間均一に攪拌し、

施工面に規定量を塗布します。 

※立上り部には増粘剤を添加して約１０秒間均一に攪拌して使用します。 

使用材料：サンデックスＪＥＴ 

主材：サンデックスＪＥＴ主材 １７㎏ 

硬 化 剤：ＪＥＴ硬化剤 標準配合０.３㎏（０.２～０.４㎏） 

増 粘 剤：ＪＥＴ増粘剤 標準配合０.１㎏(０.１～０.３㎏)   

標準使用量：２㎏/㎡ 

使用器具：ゴムレーキ・ゴムベラ・ゴムコテ等 

工程間隔：5℃（１２時間以上）、25℃（５時間以上） 

耐久性向上を目的として、軽歩行用仕上げ材を均一に塗布します。 

使用材料：ＯＳカラーＳＫ－Ｅ８００ 

標準使用量：０.３㎏/㎡ 

使用器具：刷毛・ローラー等 


